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東北の 1日も早い復興のために

【 環境省か らのお知らせ 】

津波被害による

岩手県・宮城県の

災害廃棄物の

受け入れについて
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災害廃棄物とは、地震や津波などの被害で発生した

廃棄物のこと。岩手県と宮城県では、大量に発生し、

大きな問題になっていますo

津波による

災害 廃棄 物の

種 類

東日本大震災の津波で被害に遭って倒嬢した家屋や海水を被った

家財等の災害廃棄物が大量に発生し、その処理を急いでいます。

津波堆積物(ヘドロ) 家具

布団・

マットレス
電化製品

その他いろいろなゴミ

被災地での処理施設の不足で、処理しきれない災害廃棄物。

その受け入れにご理解とご協力をお願いしています。

岩手宮城の両県では、全力で災害廃棄物の処理 ( 膨大な量の災害廃棄物が発生 ) 
を行っていますが、処理施設の不足で思うように進

んでいません。その量は岩手県で通常の約11年分、

宮城県で通常の約19年分にも達しています。被災地

の1日も早い復興に向けて、災害廃棄物の早急な

処理は不可欠です。そこで、廃棄物の処理施設に

余力のある全国の各自治体と住民の皆さまのご協力

をいただき、災害廃棄物の処理を行っていただく

広域処理 をお願いしています。
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被災地の 1日も早い

復旧・復興のために、

どんなことをしたら

いいのですか?

そもそも、

広域処理って
なんで、すか?

~災害廃棄物の迅速な撤去・処理によって、
司・y被災地の早期復旧・復興が実現できます。

被災地では、災害廃棄物を一時的な置場で

ある「仮置場」に移動しています。しかし、仮置

場をさらに確保することは地形的に難しく、

現在では災害廃棄物が山積みされ、火災の

危険性も高まっています。

被災地では仮設焼却炉を設置するなどして しー

処理に取り組んでいま 」

すが、それだけではとて

も処理しきれ式日本

全体で災害廃棄物の

処理に協力することで、

復旧・復興を進めるこ

とが不可欠です。 仙台市若林区 3月13日 同1也点、 5月24日

~被災地を支援し、災害廃棄物を
電a7全国の自治体に処理していただくことです。

全国の廃棄物処理施設で、被災地で処理しきれない災害廃棄物を処理

していただくことを広域処理といいます。

広域処理は、これまでも被災地復興の

大きな力になっています。

阪神・淡路大震災の際には、兵庫県で発生した

可燃性の災害廃棄物のうち約14%が県外で焼却

され、埋め立てされました。

また、新潟県中越沖地震で発生した数十トンの

災害廃棄物が川崎市によって処分されています。
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広域処理をお願いする災害廃棄物は放射性セシウム濃度が

不検出または低く、岩手県と宮城県の沿岸部の安全性が

確認されたものに限ります。

【東北・関東地方の空開放射線量マップ】

文句 協物Zff氏 、開

文都科学省による航空嫌モニタリング結'"をもとにg・1免省作成

広域処理のご協力をお願いする岩手県と宮城県

の沿岸部の災害廃棄物は、処理の過程で健康に

影響を及ぼさないという安全性が確認されたもの

だけが対象となっています。また、災害廃棄物の

受け入れについては、被災市町村から受入市町村

に、事前に通知することになっています。

岩手県及び宮城県沿岸部の

空間放射線量は

高くありません。

空間放射線量(地上1mで、の測定結果)

県名 市区町村名 空間線量率
単位:マイクロシーベルト/時間

久慈市 0.06 

野田村 0.06 
東 岩手県

宮古市 0.10 
北

j白
陸前高田市 0.05 

岸
気仙沼市 0.10 

昔日 宮城県 石巻市 0.09 

名取市 0.08 

茨城県 水戸市 0.09 

関 栃木県 宇都富市 0.11 

東 群馬県 前橋市 0.09 
圏

埼玉県 さいたま市 0.05 

東京都 新宿区 0.07 
関破間文部科学省HP，.射線モニタリング側側(11月308計潤結探}

岩手県営手県HP抱義付近の8反射緑.，.の測定結集
8古布、殿前衛図市 11月4臼ー竹 田針刻結果

久悠市野図村 11月2臼-11日計測結県

8鉱県富縄県，.射能情"サイトHP(l1月30困肘澗結撚}



安全の基準は

どのように設定

されていますか?

~‘ 可燃物の場合は、放射性セシウムの濃度が、.， 240-480ペクレル/kg以下のものが

広域処理の対象の目安となります。

可燃物を焼却すると、焼却灰に放射性

セシウムが濃縮されます。 濃縮率 は 焼

却炉により異なりますが、最も厳しい

条件で評価しても、 この焼却灰を埋立

処分した後の処分場周辺にお住まいの

住民への影響は年間 0.01ミリシーベル

ト以下となり、人の健康に対する影響 は

無視できます。

240-480ペクレル/kg以下

災害廃棄物を焼却し、

0.01ミリシーベルト/年以下

5認可世物白紋射性セシウムヨ震度が240-480ペクレJI.-/kg以下の羽合、焼却匝llJn女射性セシ
ウム溝置は8.000パクレルゾkgを下回り、同辺住民はもとより.最もIJ曹を畳けやすい埋め立
ての作祭奥であっても、一般公衆の年間線量限度である1ミリシ ベルトを下回ります.

災害廃棄物の
放射性セシウム濃度

単位・ベヲレJv/kg

久慈市 不検出

野田村 不検出
岩手県

宮古市 69 

陸前高田市 104 

気仙沼市 107 

富減県 石巻市 101 

名取市 170 

【 放射線量基準値 t 
I 

実放射線業務従事者の線量限度

ミリシーベルト/年

100 

50 

----20ミリシーベルト/年 ー ーー二 -----20-ーーーーーーー
(5年間の平均とレて) ーー一一一一一一一 10

※ただしいずれの年も50ミリシ ベルトを
超えないこと

世界平均2.4ミリシ-，"，-)レト/年

(世界の平均1人当たりの自然放射線)

5 
一般公衆の年間線量限度の

1ミリシーベルト/年と

日本平均1人当たりの

自然放射線量を合わせても、

世界平均1人当たりの

自然放射線量と同程度です。

女一般公衆の年間緯量限度である ..L唱 F 

業問自問糊眠時く、平常時田紳 ""1"" 1ミリシーベ ルト/ 年

日本平均 1.48ミリシーペJレト/年

(日本の平均1人当たりの自然放射線)

[内 訳]

京気中のラドン等

0.59 z -L 

大地から 0.38

宇宙から 0.29 

食品から 0.22 

災害廃棄物を焼却し、

埋立 処分した後 の放射線量

0.01ミリシーベルト/年以下

会ICRP(ESI際1{J.射線防磁g委員会}
2007~芋勧告に示された考え方

人体に放射線を畳けた時田影響を在す単位をシーベルト ($v)、主主射性物質が放射線を出す能力(放射能)を表す単位をペクレル(Bq)といいます.
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災害廃棄物の処理は、徹底的な安全管理のもとで実施

放射能濃度を測定し安全性を確認するとともに、モニタリングを実施します。

放射能濃度の

測定による

安全性の確認

画⑨

搬出

画⑪

移動

災害廃棄物が漏れないよう
積み入れて輸送

騨品

受入先での

管理

F 焼却する際には高性能排ガス処理装置で 可
L 放射性物質の大気申への放出を防ぎます。，

ダイオキシン対策等のため、焼却施設には、

排ガス中の微粒子の灰を除去する高性能の

排ガス処理装置(パグフィルタ 等)が備わって

います。これにより、放射性セシウムをほぼ100%

除去でき、大気中への放射性セシウムの放出を

防ぎます。

焼却施設 イメ ジ図

二酸化炭素
水分

煙突

t 
.・・.. . 

排ガス入口1 焼却炉

放射性セシウム

ー・.、..
・..・.・

守司

-パグフィルターで実際にダイオキシンや重金

属が除去できています。

.放射性セシウムを含んだ微粒子の灰を服着

させます。これにより、排ガスから放射性

セシウムがほぼ100%除去されています。



されます。

-令l 焼却

パグフィルヲ一等で、 r"""l/ ¥ 

放射性物質を 凶〈官官)
焼却施設内で捕捉 ・圃 ¥--/'

~ .~. 

放射線量

0.01 
ミリシーベルト/年

以下

移動 埋立処分

焼却灰は密閉古れた容器で

漏らさず運ばれます

事局

土でふたをすることにより、

外に飛び散ることを防ぎます

〔焼却灰は処分施設に埋め立てられ、土で覆われます?】

通常の生活ごみと同様に、焼却灰は一般廃棄物最終処分場(管理型処分場)で埋立処分されます。

放射線量は、 般公衆の年間線量限度である1ミリシーベルトを下回り、作業者であっても安全で

あり、処分場周辺ではさらに安全なレベルです。また、飛散防止のため覆土などを行い、焼却灰が

外に出ることを防ぎます。

観測井 固い
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悶盤槽浸出水 廃棄物

焼却灰

~処分施設の上部を50cm以上の土で覆うことで、

司o 放射線を十分遮へいすることができます。

埋め立て終了後は、処分場の上部を50cm以上の土で覆います。それにより、

99.8%の放射線を遮へいでき、周辺住民への健康に対する影響を無視

できるレベル(年間0.01ミリシーベルト以下)に抑えられます。
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東京都をはじめとして、

災害廃棄物の受け入れは

すでに開始されています。

東北の 1日も早い復興のために、

全国の自治体と住民の皆さまの

ご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。

、 J 

令 環境省 東京都千代田区霞が関 1-2-2
i¥linislr刊 『山 uwlronmCll1 広域処理に関するお問い合わせ窓口・ 03-5333-8250(9:30-18・15)

本パンフレツトは、津波被害による岩手県ー宮城県の災害廃棄物の受け入れについてわかりやすく解説したものです。

ご覧ください。 81Z立 eif結

詳細については、環境省広域処理情報サイ ト http://kouikishori.env.go.jpを


